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論文内審 の 要 旨

E目的1

高齢者の発症が多いとされている網膜静脈閉塞症(網膜中心静脈閉塞症、網膜静脈分枝閉塞症)においては、しばしば畿胞

様黄斑浮腫を合併し重篤な視力鯖警を引き起こす。近年、光干渉断層計を用いることによりこの嚢胞様黄斑浮臆の詳細な観

察が可能となっている。また、 7ーワエドメイン光子渉断層計 (FD-OCT)によち網膜断層撮影の高速化、高感度化がもた

らされ、褒胞様黄飽浮腫の三次元画像化が可能となった。 FD阻 OCTを用いて摺膜静脈問議症に伴う重量抱様黄王監浮援の三次元

I画像化豊行い、その有用性について検討した。

E方法1

1ベタトロメーターを用いた FD四 OCTシ又テム告無散臨限底力メラiこ組み込み、研究用プロトタイプFD-OCT告作製した。

プロトタイプFD-OCTを用いて網膜静脈問塞源 20例2時限(網膜中心静脈閉塞1iE7根、網膜静脈分校関塞疾 13腹〉の義抱

様黄斑浮践む詳細な観察を行った。網膜断層線は中心Z蓄を含む 2.8血盟X2.8血血の範囲で水平方向 256本、主義直方向 25畠本

のAスキャンを分配し構築した。

E結巣I

FD-OCT Iこて網膜の層構造〈神経繊維層、神経節織胞層、内網状層、内穎粒層、外縞状層、外穎粒層)が明瞭I~綴察された。

糞胞様腔l孟主に肉類粒膚(16限、 80%)、外網状膚(17娘、畠5%)で観察されたが、その他の膚でも糞抱様腔は観察されたG

FD目。CTにて 20眼中路線で外境界膜ラインが観察された。そのうち、 9限 (50%)では畿胞様股と外境界膜ラインが接し

ていた。 7限 (38%)では劃胞様腔が外境界膜ラインに達していなかった。 2限 (11%)では嚢胞様腔下で外境界膜ラインが

途絶していた。嚢胞様控が外境界膜ラインiこ速していない症例では黄斑部網濃厚に影響されずに視力が良い傾向が認められ

た。

E考察1

FD-OCTによるさ次π画像化により、網膜静脈問霧疲iこ伴う重量約機黄斑浮療を立体的に観療、評価することが可能であった。

また、嚢総様腔の分布及び進展範囲を綴察可能であった。 FD-OCTにより可視化された外境界膜ラインの詳細な綴察によ坦

網膜静脈問霧症に伴う重量胞様黄讃浮腫の視力予後予測の可能性が示唆された。

論文轡査の結獲の要旨

網膜静脈閣議症(網膜中心静脈問議症、網膜静脈分枝問議症) I立、しばしば褒胞様黄波浮麓 (C醐E)を合併し宣言篤な視力

障害を引き起こすが、有効な検査方法は限られていた。近年、光干渉断層計 (OCT)を用いることにより ζのCMEの詳織な

観察が可能となってきている。スベルトロメーター者用いたフーリエドメイン OCT(FD-OCT)システムを無数鐘眼底力メ

ラに組み込み、プロトタイプ FD-OCTを作製した。プロトタイプ FD-1lCT"，用いて網膜静脈問塞症幼例路線(網膜中心静
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脈問書草症 7服、網膜静線分枝問軍基症 13娘〉の阜師匠の詳細な観察長行った。 FD-OCTによる G誠Eの観察では、鱗膿の層構

造が明僚に観察されたロ傍中心濁では、嚢胞様際はj三1こ内緊i校属 (1自限、 80%)、外網状屑(17服、 85%)で観察された。

FD-OCTにて 20眠中 18限 (90%)で外境界鱗ラインが観察された。そのうち、官限 (50%)では嚢飽様腔と外域界膜ライ

ンが援していた。 7駿 (38'のでは劃胞様燃が外場界膜ラインiこ遼していなかった， 2限 (ll%)では嚢胞様股下で外境界

膜ラインが途絶していた。袋胞様経が外境界膜ラインiこ透していない症例では、章者斑部網膜J亭iこ影響されずに観j]が良い傾

向が認められた。以上から申請者は網膜静脈閉塞症に伴う C醐Eの三次元画像化による画緩解析が、 CMEの形態評価、視機

古住評価に有効であることを示した。

以上の研究は、網m!静脈関議症に伴う護施様黄灘浮腫の構造解明iこ寄与するところが多い。

したがって、本論文は博士(医学)の学位論文として価値あるものと認めるG

なお、本学位授与申請者は、平成 20年 3月 5U実施の論文内容とそれに随遺した試問を受け、合格と認められたもので

あるロ




